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大阪府付近の活断層とその長期評価について 

～地震発生確率～ 

 

前回の一口メモでは、活断層の長期評価の概要をご紹介しました。今回はその長期評価の中の「地震

発生確率」をテーマにします。「地震発生確率」の数字を適切に受け止めることで、大地震の発生の可能

性が重みを増し、日頃の備えの大切さを認識することにつながるのではないでしょうか。 

「地震発生確率」は、主要な活断層に対し、長期

的な地震発生の可能性を確率という数字で評価する

ことを試みたものです。各種調査の結果から明らか

となった各断層における地震の発生間隔と最新の発

生時期を用いて算出します。また、調査によって新

たな知見が得られれば確率が変化する場合もある

など、さまざまな不確定さを含んでいます。地震発

生確率の評価手法の詳細については、地震調査研究

推 進 本 部 （ 以 降 、 推 本 ） の ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/01b/  

をご覧ください。 

                        

 

                          

表１ 大阪府付近の各活断層の長期評価 
地震調査研究推進本部（以降、推本）HP を参考に作成。 
推本は、評価に使用したデータの相対的な信頼性を◎：高い、

○：中程度、△：低いで表し、それによる 30 年以内の地震発生
確率の信頼度を高い方から低い方へ、a、b、c、d の 4 段階で表
しています。 

図１ 大阪府周辺の各活断層の位置 
推本は、30 年以内の地震発生確率の最大値が、

3％以上の場合を「高い」、0.1％以上 3％未満を「や
や高い」と相対的に評価しており、この図では、
「高い」とされた活断層を赤色、「やや高い」を
黄色、それ以外を黒色で示しています。 



表１では「30 年以内の地震発生確率」を掲載していますが、１に満たないような数字もみられる小さ

い値です。これは、活断層における地震の発生間隔が数千年～数万年と、プレート境界型の地震のもの

に比べるととても長いため、値が小さく算出されるためです。推本は、“小さな値であるから大丈夫”と

単純に誤解されないように、参考情報 として、図２のような「身近で発生する危険な現象の確率との

比較」を公表しています。 

図２ 確率の数値を受け止める上での参考情報－身近で発生する危険な現象の確率との比較 

地震調査研究推進本部地震調査委員会「全国地震動予測地図 2010 年版 手引き・解説編」p52（2010 年 1 月 1日時点の評価 
値）を引用し、右側に大阪府周辺の活断層の確率について加筆した。 

 

さらに、推本は、過去に発生した大きな地震が、発生する直前の時点で「30 年以内の地震発生確率」

がどの程度であったか、を表２のように評価しています。この表中にある確率の数字と表１でご紹介し

た確率の数字は同程度であり、また、大きな値にならないと地震は発生しないということではない、と

いう事が分かると思います。 

 

 

 

 

表２ 過去の地震の地震発生確率との比較 
推本 HP （http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/chokuzen/）より引用 

※１  例示した地震発生確率・地震動超過確率は2010 年 

1 月1 日時点の評価値。地震動超過確率（今後30年 

震度6弱以上）とは、それぞれの場所における、今後 

30年間で震度6弱以上に見舞われる確率のこと。 

※２  都道府県庁所在地の市庁舎や東京の都庁・区役所の 

位置の例。同じ都市内でも地点により値は変わるので、 

注意が必要。詳しくは、防災科学技術研究所J-SHIS 

（http://www.j-shis.bosai.go.jp/）を参照のこと。 

※３  日本の自然災害・事故等の発生確率の例は、地震調査 

研究推進本部地震調査委員会（2006.9.25）より抜粋。 

※ 

※地震という自然事象の発生確率そのものと、事象発生による結果として死傷する確率は直接的に比較できないため。 

※ 


